
10［中学版］2014 Vol .2

S c h o o l  D a t a
◎ 1947（昭和 22）年に開校。
2013、14年に東京都学力向上パー
トナーシップ事業調査研究校、14
年度から立川市教育力向上推進モ
デル校に指定。「公立学校は地域
の財産」を経営理念として生徒・
保護者の満足度向上を重視する。

校長◎國島健二先生　

生徒数◎ 399 人　　学級数◎１4 学級（うち特別支援学級３）

所在地◎〒190-0023　東京都立川市柴崎町 1-3-4

TEL◎ 042-523-4328

URL◎ http://www1.m-net.ne.jp/dai1/
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立
川
第
一
中
学
校
で
は
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
２

年
間
、
立
川
市
の
学
力
向
上
推
進
研
究
校
の
指
定
を

受
け
、
授
業
改
善
、
学
習
機
会
の
拡
充
、
学
習
意
欲

の
向
上
を
柱
と
す
る
改
革
を
進
め
て
き
た
。
当
時
、

同
校
の
学
習
面
の
課
題
は
各
種
調
査
か
ら
も
明
ら
か

だ
っ
た
。11
年
度
の
東
京
都「
児
童・
生
徒
の
学
力
向

上
を
図
る
た
め
の
調
査
」
で
は
、
各
教
科
と
も
都
の

平
均
正
答
率
を
下
回
り
、
同
校
が
実
施
し
た
「
生
徒

に
よ
る
授
業
評
価
」
で
は
、
学
習
に
前
向
き
な
集
団

と
そ
う
で
な
い
集
団
と
の
二
極
化
が
顕
著
だ
っ
た
。

校
区
の
小
学
生
の
学
力
上
位
層
は
私
立
校
に
進
学
す

る
状
況
が
続
き
、
学
力
向
上
へ
の
期
待
を
学
校
よ
り

も
塾
に
向
け
る
保
護
者
も
い
た
。
改
革
前
後
を
知
る

主
幹
教
諭
の
田
野
倉
宏
美
先
生
は
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
授
業
は
中
位
層
に
焦
点
を
当
て
て
い
た
の
で
、

上
位
層
は
時
間
を
持
て
余
し
、
下
位
層
は
授
業
に
付

い
て
い
け
ず
に
意
欲
を
な
く
し
て
い
ま
し
た
。
肝
心

の
下
位
層
の
底
上
げ
を
図
る
た
め
の
補
習
は
、
教
員

個
々
の
努
力
に
任
さ
れ
て
い
る
状
態
で
し
た
」

　

と
こ
ろ
が
、
國
島
健
二
校
長
は
12
年
度
の
赴
任
後

す
ぐ
に
生
徒
の
潜
在
能
力
の
高
さ
を
感
じ
取
っ
た
。

　
「
集
会
で
話
を
聞
く
態
度
を
見
て
、
こ
の
生
徒
た

ち
な
ら
も
っ
と
学
力
を
伸
ば
せ
る
と
直
感
し
ま
し

た
。
生
徒
が
力
を
出
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
最
大
の

原
因
は
、
学
習
に
向
か
う
動
機
付
け
を
学
校
が
十

分
に
行
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
や
れ
ば
出
来
る
と
い
う
達
成
感
や
成
功
体
験
を

積
ま
せ
、
学
力
・
学
習
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
で

本
来
の
力
を
引
き
出
せ
る
と
考
え
ま
し
た
」

　

改
革
の
全
体
像
は
図
１
の
と
お
り
。「
授
業
改
善

と
授
業
力
の
向
上
」を
中
心
に
、「
学
習
機
会
の
拡
充
」

学
力
層
別
の
補
習
や
通
知
表
の
活
用
で

全
て
の
学
力
層
に
き
め
細
か
く
対
応

東
京
都　

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

立
川
第
一
中
学
校
は
、
学
力
の
向
上
、
学
習
意
欲
の
二
極
化
の
解
消
を
目
指
し
、
２
０
１
２
年
度
か
ら
授
業
、
補
習
、

評
価
に
至
る
幅
広
い
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
学
力
層
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
補
習
、
学
期
ご
と
の
振
り
返
り
の
工

夫
に
よ
り
、
学
ぶ
意
欲
の
醸
成
、
都
平
均
を
上
回
る
学
力
向
上
を
実
現
し
て
い
る
。

学
校
事
例

2
下
位
層
向
け
の
補
習
は

教
員
個
々
の
努
力
任
せ

◉
課
題
意
識

定
期
考
査
前
の
集
中
補
習
で

「
や
れ
ば
出
来
る
」を
実
感
さ
せ
る

◉
学
習
機
会
の
拡
充
①
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特集

広がる学力格差への多様な取り組み

「
家
庭
学
習
へ
の
支
援
」「
評
価
・
評
定
の
活
用
」「
校

内
研
究
の
充
実
」
と
、
あ
ら
ゆ
る
学
習
場
面
を
通
し

て
生
徒
の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
て
い
く
も
の
だ
。

　

最
大
の
特
徴
は
、
学
力
層
に
応
じ
た
き
め
細
か
い

指
導
に
あ
る
。
対
象
と
す
る
学
力
層
を
明
確
に
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
の
学
力
・
学
習
意
欲
を
見
極
め
た

上
で
、
自
立
的
な
学
び
へ
導
く
た
め
に
最
適
な
指
導

方
法
・
形
態
を
考
え
て
い
く
。
そ
の
軸
と
な
る
の
は
、

定
期
考
査
前
に
行
う
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
」
だ
。

「
復
習
授
業
」「
自
主
学
習
」
の
２
コ
ー
ス
に
分
け
、

基
礎
学
力
の
定
着
を
目
指
す
補
習
で
あ
る
。

　

中
位
層
の
中
の
下
位
の
生
徒
を
対
象
に
し
た
「
復

習
授
業
コ
ー
ス
」
は
、
定
期
考
査
前
の
１
週
間
、
放

課
後
の
１
コ
マ
で
行
う
。国
数
英
理
社
の
５
教
科
で
、

日
頃
の
テ
ス
ト
の
結
果
を
基
に
各
教
科
20
人
前
後
の

生
徒
を
指
名
し
、
１
日
１
教
科
を
日
替
わ
り
で
実
施

す
る
。
内
容
は
試
験
範
囲
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
を
基
本

と
し
、
ど
の
教
科

も
短
期
の
学
習
で

結
果
が
出
や
す
い

内
容
に
特
化
し
て

い
る
。
国
語
科
の

茨
裕
美
先
生
は
次

の
よ
う
に
話
す
。

　
「
最
大
の
ね
ら

い
は
、
勉
強
の
成

果
を
実
感
し
て
学

習
意
欲
を
高
め
る

こ
と
で
す
。
国
語

で
は
、“
読
解
力
”の
よ
う
に
継
続
的
な
学
習
が
必
要

な
分
野
は
難
し
い
の
で
、“
文
法
”や“
古
典
”な
ど
、

取
り
組
め
ば
成
果
が
出
や
す
い
内
容
に
重
点
を
置

き
、『
出
来
た
』
と
い
う
達
成
感
を
味
わ
わ
せ
る
こ
と

を
意
識
し
て
い
ま
す
」

　
「
自
主
学
習
コ
ー
ス
」
は
、
復
習
授
業
コ
ー
ス
の

授
業
に
も
付
い
て
こ
ら
れ
な
い
よ
う
な
最
下
位
層

と
、
自
分
で
課
題
を
見
付
け
ら
れ
る
中
・
上
位
層
が

対
象
だ
。生
徒
自
身
が
決
め
た
教
材
で
学
習
を
進
め
、

必
要
に
応
じ
て
教
員
が
質
問
に
応
え
る
。
２
人
の
教

員
が
監
督
を
担
当
す
る
が
、
実
際
に
は
他
に
大
半
の

教
員
が
個
別
指
導
に
加
わ
る
。

　

復
習
授
業
コ
ー
ス
で
成
果
が
出
た
こ
と
で
、
次
回

の
参
加
を
希
望
す
る
生
徒
も
多
い
。
そ
う
し
た
生
徒

に
は
、
補
習
で
使
う
プ
リ
ン
ト
を
渡
し
て
「
分
か
ら

な
か
っ
た
ら
質
問
に
来
な
さ
い
」と
、自
主
学
習
コ
ー

ス
へ
の
参
加
を
促
す
。
14
年
６
月
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
教
室
の
参
加
率
は
１
年
生
88
％
、
２
年
生
85
％
、

３
年
生
77
％
と
、
最
上
位
層
を
除
い
て
ほ
ぼ
全
員
が

参
加
し
て
い
る
の
も
、
生
徒
の
満
足
度
の
表
れ
だ
。

「
や
れ
ば
出
来
る
」と
い
う
成
功
体
験
、「
皆
が
頑
張
っ

て
い
る
か
ら
自
分
も
頑
張
ろ
う
」と
い
う
連
帯
感
が
、

自
ら
学
び
に
向
か
う
意
欲
を
高
め
て
い
る
。

　

12
月
に
行
う
「
ビ
ル
ド
ア
ッ
プ
教
室
」
は
、
１
・

２
年
生
の
最
下
位
層
を
対
象
と
し
た
個
別
補
習
だ
。

三
者
面
談
期
間
の
５
日
間
、放
課
後
に
１
０
５
分
間
、

期
間
中
の
課
題
と
し
て
配
布
さ
れ
る
自
宅
学
習
用
プ

リ
ン
ト
を
使
い
、
副
担
任
が
生
徒
個
別
に
自
学
の
手

助
け
を
す
る
。
13
年
度
１
年
生
の
２
学
期
末
考
査
で

は
、
こ
の
補
習
を
受
け
た
生
徒
全
員
が
、数
学・英
語

で
中
間
考
査
の
結
果
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
そ
れ
に

手
応
え
を
感
じ
、
以
降
の
補
習
に
も
積
極
的
に
出
席

す
る
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

最
下
位
層
向
け
の
補
習
や

生
徒
全
員
が
受
け
る
夏
季
補
習
も
好
評

◉
学
習
機
会
の
拡
充
②

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校
　

校
長

國
島
健
二　
く
に
し
ま
・
け
ん
じ  

「『
公
立
学
校
は
地
域
の
財
産
』
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
生
徒
・
保
護
者
の
満
足
度
、
地
域

の
信
頼
度
を
高
め
る
教
育
を
展
開
し
た
い
」

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

多
田
春
美　
た
だ
・
は
る
み 

主
幹
教
諭
。
教
務
主
任
。
学
力
向
上
推
進

担
当
。「
自
分
に
も
生
徒
に
も
厳
し
く
。
間

違
っ
て
い
る
こ
と
は
躊
躇
せ
ず
叱
る
」

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

田
野
倉
宏
美　
た
の
く
ら
・
ひ
ろ
み  

主
幹
教
諭
。副
校
長
補
佐
、生
活
指
導
主
任
。

「
一
つ
ひ
と
つ
の
仕
事
を
丁
寧
に
務
め
、
校

長
と
先
生
方
を
つ
な
い
で
い
き
た
い
」

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

茨　
裕
美　
い
ば
ら
・
ひ
ろ
み

主
幹
教
諭
。
学
力
向
上
推
進
副
担
当
。「
生

徒
と
積
極
的
に
か
か
わ
り
、
た
く
さ
ん
声
を

掛
け
、
会
話
す
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
る
」

立
川
市
立
立
川
第
一
中
学
校

荒
井
英
樹　
あ
ら
い
・
ひ
で
き  

主
幹
教
諭
。
学
習
進
路
指
導
主
任
。
研
究

主
任
。「
生
徒
が
１
つ
で
も
分
か
っ
た
と
感

じ
る
授
業
を
目
指
す
」

＊同校の資料を基に編集部で作成

確かな
学力の育成

学習機会の
拡充

家庭学習への
支援

校内研究の
充実

授業改善と
授業力の向上

評価・評定の
活用

図１ 学力向上を図るための全体計画
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こ
れ
を
受
け
て
、
14
年
度
は
最
下
位
層
へ
の
継
続

的
な
指
導
を
行
う
た
め
、
数
学
・
英
語
の
成
績
不
振

者
を
対
象
と
し
た
月
２
回
の
「
水
曜
学
習
教
室
」
も

始
め
た
。
こ
の
よ
う
に
、
効
果
の
あ
っ
た
取
り
組
み

は
す
ぐ
に
拡
充
・
定
着
さ
せ
て
い
く
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
軽
さ
が
、
生
徒
の
学
力
向
上
を
支
え
て
い
る
。

　

上
位
層
か
ら
下
位
層
ま
で
全
生
徒
を
対
象
と
す
る

補
習
が
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
だ
。
夏
季
休
業
前
の

６
日
間
、
ほ
ぼ
全
教
科
で
選
択
制
の
99
講
座
を
設
け

る
。
国
数
英
は
、
小
学
校
段
階
の
学
習
内
容
の
復
習

か
ら
、
高
校
受
験
に
必
要
な
発
展
的
な
内
容
ま
で
、

幅
広
く
網
羅
す
る
。
同
校
の
全
教
員
が
指
導
に
当
た

る
ほ
か
、
小
学
校
の
復
習
は
小
学
校
教
員
、
発
展
的

な
内
容
は
塾
講
師
に
も
指
導
に
入
っ
て
も
ら
う
。
も

ち
ろ
ん
、受
講
費
は
無
料
だ
。生
徒
は
、各
学
年
30
前

後
の
講
座
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
も
楽
し
ん
で
い
る
よ

う
で
、
13
年
度
は
前
年
に
比
べ
て
、
全
学
年
で
生
徒

が
参
加
す
る
コ
マ
数
が
増
え
た
。
こ
こ
に
も
、
学
校

の
求
心
力
が
高
ま
っ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

　

指
導
内
容
の
工
夫
と
共
に
、
教
員
の
負
担
感
を
減

ら
し
、
指
導
や
校
務
に
当
た
る
時
間
を
増
や
す
こ
と

も
、
取
り
組
み
の
成
否
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

そ
の
１
つ
が
外
部
人
材
の
活
用
だ
。
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
で
は
、
小
学
校
や
塾
と
連
携
し
て
講
師
を
派

遣
し
て
も
ら
う
。
水
曜
学
習
教
室
や
定
期
考
査
前
に

実
施
す
る
土
曜
学
習
教
室
で
は
、
他
校
の
非
常
勤
講

師
や
大
学
生
を
学
習
支
援
員
と
し
て
招
い
て
い
る
。

國
島
校
長
を
始
め
、
教
員
の
人
脈
を
活
用
し
て
人
材

の
確
保
に
努
め
た
。

　

も
う
１
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
教
育
課
程
の
工
夫
だ
。

例
え
ば
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
教
室
は
、
13
年
度
ま
で

は
６
時
間
目
の
後
に
実
施
し
て
い
た
た
め
、
教
員
だ

け
で
な
く
、
生
徒
の
負
担
も
大
き
か
っ
た
。
そ
こ
で

14
年
度
は
、
６
時
間
目
を
な
く
し
、
補
習
の
時
間
に

充
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
員
全
員
が
指
導
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
参
加
率
も
大
幅
に
高
く
な
っ
た
。
な

お
、
削
減
し
た
授
業
時
間
分
は
、
土
曜
日
と
、
夏
季

休
業
期
間
を
短
縮
し
て
補
充
し
て
い
る
。

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
日
程
も
工
夫
し
た
。
同
校
の

夏
季
休
業
は
７
月
25
日
～
８
月
26
日
。
以
前
は
夏
季

休
業
直
後
と
終
了
直
前
の
各
３
日
間
で
、
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
た
。
14
年
度
は
、
夏
季
休
業
直

前
の
６
日
間
に
集
中
さ
せ
、
午
前
中
は
通
常
授
業
、

午
後
に
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
設
定
し
た
。
こ
の
日
程

変
更
は
、
時
間
割
の
作
成
や
講
師
の
確
保
に
も
良
い

影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
、
主
幹
教
諭
の
多
田
春

美
先
生
は
指
摘
す
る
。

　
「
夏
季
休
業
中
に
補
習
を
実
施
す
る
と
、
教
員
の

希
望
日
時
を
集
約
す
る
の
が
大
変
で
、
か
つ
塾
の
夏

季
講
習
と
も
重
な
る
た
め
外
部
講
師
の
確
保
が
容
易

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夏
季
休
業
前
に
ま
と
め

て
行
う
こ
と
で
、そ
れ
ら
の
問
題
が
解
決
で
き
る
上
、

外
部
講
師
が
指
導
に
当
た
る
時
間
帯
に
は
、
教
員
は

校
務
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
後
半
の

３
日
間
は
通
常
の
学
校
が
夏
休
み
に
入
っ
て
い
る
た

め
、
そ
の
期
間
に
小
学
校
教
員
を
招
く
こ
と
が
出
来

る
の
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
」

　

サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
参
加
率
は
、
前
年
比
で
、
３

年
生
38
％
→
51
％
、
２
年
生
43
％
→
73
％
に
増
え
て

い
る
の
も
、
こ
う
し
た
日
程
上
の
工
夫
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
。

　

学
力
層
の
拡
大
へ
の
対
応
で
は
、
教
員
が
補
習
や

家
庭
学
習
を
手
厚
く
指
導
す
る
だ
け
で
な
く
、
生
徒

自
身
が
学
習
上
の
課
題
を
把
握
し
、
自
ら
解
決
し
て

い
く
姿
勢
を
養
う
こ
と
も
大
切
だ
。
同
校
で
は
、
そ

う
し
た
生
徒
の
課
題
発
見
・
解
決
力
の
向
上
を
ね
ら

い
と
し
た
評
価
・
評
定
の
活
用
に
も
力
を
入
れ
る
。

　

課
題
発
見
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
手
法
が
、
各
教

科
で
作
成
し
て
い
る
シ
ラ
バ
ス
だ
。
同
校
な
ら
で
は

の
特
徴
は
、
各
単
元
の
指
導
目
標
や
評
価
の
観
点
に

加
え
、
ノ
ー
ト
や
小
テ
ス
ト
な
ど
の
評
価
材
料
、
観

点
ご
と
の
割
合
を
示
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
各
学
期

の
冒
頭
に
配
布
し
、
各
教
科
が
何
を
生
徒
に
求
め
て

い
る
の
か
を
、
最
初
の
授
業
で
詳
し
く
解
説
す
る
。

研
究
主
任
の
荒
井
英
樹
先
生
は
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
詳
細
な
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
は
大
変
で
す
が
、
立

川
市
教
育
委
員
会
に
提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

年
間
指
導
計
画
の
書
式
を
同
じ
形
に
す
る
こ
と
で
、

負
担
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。い
っ
た
ん
作
成
す
れ
ば
、

外
部
人
材
の
活
用
と
教
育
課
程
の
工
夫
で

全
校
体
制
の
指
導
を
実
現

◉
教
員
の
負
担
を
減
ら
す
工
夫

終
業
式
３
日
前
に
通
知
表
を
渡
し

す
ぐ
に
反
省
と
目
標
を
考
え
さ
せ
る

◉
評
価
・
評
定
の
活
用
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広がる学力格差への多様な取り組み

後
は
日
々
の
授
業
の
様
子
か
ら
、
若
干
の
修
正
を
加

え
る
だ
け
な
の
で
大
き
な
負
担
に
は
な
り
ま
せ
ん
」

　

学
期
末
に
は
、
シ
ラ
バ
ス
の
評
価
方
法
欄
に
「
授

業
観
察
２
％
」「
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
５
％
」
な
ど
、
更

に
詳
細
な
割
合
を
加
え
た「
評
価
説
明
資
料
」（
図
２
）

を
作
成
し
、
終
業
式
の
３
日
前
に
通
知
表
（
学
習
の

記
録
）
と
共
に
配
布
す
る
。
生
徒
は
こ
れ
ら
を
見
な

が
ら
、「
振
り
返
り
シ
ー
ト
」（
図
３
）
に
各
教
科
の

反
省
、
次
の
学
期
に
向
け
た
目
標
な
ど
を
記
入
し
、

終
業
式
ま
で
に
担
任
に
提
出
す
る
。
担
任
は
そ
れ
を

全
て
チ
ェ
ッ
ク
し
、
反
省
す
べ
き
点
に
気
付
い
て
い

な
い
生
徒
、
適
切
な
目
標
設
定
が
出
来
て
い
な
い
生

徒
に
対
し
て
は
個
別
に
、「
ノ
ー
ト
が
提
出
で
き
て

い
な
か
っ
た
か
ら
Ｃ
で
は
な
い
か
な
」
な
ど
と
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
。友
だ
ち
同
士
で
シ
ー
ト
を
見
せ
合
い
、

な
ぜ
評
価
が
低
い
の
か
を
分
析
す
る
姿
も
見
ら
れ
る

と
い
う
。
評
価
方
法
の
開
示
と
振
り
返
り
が
、
課
題

の
発
見
と
解
決
方
法
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

改
革
の
成
果
は
学
力
向
上
の
形
で
明
確
に
表
れ
て

い
る
。
東
京
都
「
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る

た
め
の
調
査
」
は
改
革
２
年
目
で
都
の
平
均
正
答
率

を
超
え
、
国
語
、
数
学
、
英
語
の
３
教
科
は
知
識
・

技
能
、
思
考
・
判
断
・
表
現
の
い
ず
れ
も
大
き
く
向

上
し
た
。「
生
徒
に
よ
る
授
業
評
価
」
か
ら
読
み
取

れ
る
学
習
意
欲
も
、
13
年
度
は
前
年
比
で
国
語
49
％

→
77
％
、
英
語
46
％
→
78
％
と
改
善
し
、
補
充
教
室

の
参
加
率
も
大
幅
に
向
上
し
た
。
14
年
度
に
立
川
市

の
全
公
立
中
学
校
で
外
部
人
材
登
用
の
た
め
の
特
別

予
算
が
計
上
さ
れ
た
の
も
、
同
校
の
取
り
組
み
の
影

響
が
大
き
い
と
い
う
。
校
区
の
小
学
校
か
ら
同
校
に

進
学
す
る
上
位
層
も
確
実
に
増
え
て
い
る
。

　

一
方
、
課
題
も
あ
る
。
１
つ
は
継
続
的
な
人
材
確

保
だ
。「
現
在
は
研
究
指
定
を
受
け
て
い
る
た
め
資

金
は
潤
沢
で
す
が
、
こ
の
状
態
が
続
く
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
公
募
す
る
な
ど
、
今
以
上

に
外
部
人
材
の
確
保
に
工
夫
を
凝
ら
す
必
要
が
あ
り

ま
す
」
と
多
田
先
生
は
強
調
す
る
。
も
う
１
つ
は
、

13
、
14
年
度
に
指
定
を
受
け
た
東
京
都
の
「
学
力
向

上
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」
に
基
づ
き
小
中
連
携

を
深
化
さ
せ
る
こ
と
だ
。

　
「
小
中
連
携
を
一
過
性
の
も
の
で
終
わ
ら
せ
ず
、

学
力
向
上
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
に
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
で
、
本
校
も
更
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
と
期
待
し
て
い
ま
す
」（
國
島
校
長
）

学力二極化への対応
國島校長が考える

　学力や意欲の二極化を始め、現在の学校課題に
対応するためには、教務・生活・進路という従来
型の組織では限界があります。本校では、主幹
教諭を「学力向上」「評価」など分野ごとの特命
担当に任命し、企画立案から実践まで任せていま
す。その前提として、担当授業時数を軽減するな
ど、十分に能力を発揮してもらうための環境整備
も行っています。先生方に活躍の場を与え、次世
代のリーダーを育てることが、持続性のある学校
運営に欠かせないと思います。

継
続
的
な
人
材
確
保
と

小
中
連
携
が
今
後
の
課
題

◉
成
果
と
課
題

図２ 「評価説明資料」１学年国語の例

評価方法を「評価説明資料」から選び、頑張れたことは○、
頑張れなかったことは×として、次の目標を書かせる
＊同校の資料を基に編集部で作成

学期冒頭で配布したものに、評価材料ごとの割合を加えたり、評価材
料に用いなかった項目を二重線で示したりしている
＊同校の資料をそのまま掲載

＊ 2 点共、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトで拡大してご覧いただけます。http://berd.benesse.jp > 教育情報＞中学校向け

図３ 「振り返りシート」

http://berd.benesse.jp/magazine/chu/dwdata/data_chu.php



